
まえがき＝当社は，ケーブルの製作・架設技術を通じて，
長大吊橋の建設に関与してきた。その歴史は， ，当初，このAS工法を研究することからスタートし
た。しかし，圧倒的なケーブル重量を要求する本州四国
連絡橋プロジェクトを想定すると，工場である程度まで
プレファブ化したケーブル部材を現場で引出す方法の方









いて張力を導くというものであり，それまでのジャッキ
やロードセルによる方法に比して，画期的なものであっ
た。
　しかし，新家らの方法では，①ケーブルの曲げ剛性を
実験などにより事前に求めておく必要があること，②曲
げ剛性は張力や境界条件により異なるため，全ての条件
を網羅して曲げ剛性を正確に求めておくことは困難であ
ることなどの問題があった。
　この問題を解決するために考案された方法が「ロープ
張力と曲げ剛性の同時推定法16）


